
と
く
し
ま
じ
ょ
う

か

ま
ち

徳
島
・徳
島

城

下
町
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
中
徳
島
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
六
月
１
二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
徳
島
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
勝
浦
康
守

・
北
條
ゆ
う
こ

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
六
世
紀
後
半
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
徳
島
城
下
町
を
形
成
す
る
六
つ
の
島
の
う
ち
、
徳
島
城
が
構
え
ら

れ
た

「徳
島
」
に
位
置
す
る
。
安
政
年
間

（
一
人
五
四
―
一
八
五
九
）
に
描
か
れ

た

「御
山
下
島
分
絵
図

・
徳

島
」
か
ら
は
、
調
査
地
が
徳
島

藩
士

「酒
部
丹
後
」
「寺
沢
弥

次
右
衛
門
」
の
両
屋
敷
跡
の
一

画
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

調
査

で
は
、
「酒
部
」
「寺

沢
」
両
屋
敷
を
区
画
す
る
溝
や

柵
列
、
大
量
の
瓦
や
陶
磁
器
を

廃
棄
し
た
土
坑

・
井
戸

・
池
状

1999年出上の木簡

遺
構
を
確
認
し
、
屋
敷
裏
地
に
お
け
る
土
地
利
用
形
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き

る

。
木
簡
は
、
酒
部
家
屋
敷
の
裏
地
に
位
置
す
る
池
状
遺
構
よ
り
出
土
し
た
。
そ

の
形
態

・
規
模
は
、
長
辺
八
ｍ
×
短
辺
六
ｍ
の
長
方
形
を
呈
し
、
深
さ

一
・
二

―

一
・
三
ｍ
を
測
る
。
底
都
中
央
に
は
升
状
の
木
組
を
設
置
し
て
い
る
が
、
用

途
は
不
明
で
あ
る
。
池
状
遺
構
は
当
初
は
溝
と
接
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
後
に
溝

へ
の
開
口
部
に
石
組
が
構
築
さ
れ
閉
塞
す
る
。
木
簡
は
底
部
に
堆

積
し
た
層
厚

一
〇
ｔ
二
〇
伽
の
水
成
堆
積
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
木
簡
の
出

土
総
数
は

一
〇
〇
点
余
り
。
水
成
堆
積
層
の
中
に
は
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
物
資
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
肥
前
産
陶
磁
器
や
、
本
製
品
で
は
木
簡

。
箸

・

櫛

・
羽
子
板

・
傘

・
下
駄

。
曲
物

・
折
敷

・
需

・
ヘ
ラ
状
製
品
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。

池
状
遺
構
の
存
続
時
期
に
つ
い
て
は
、
木
簡
に
酒
部
家
初
代
の

「酒
部
勘
左

衛
門
」
や
二
代
日
以
降
が
度
々
使
用
す
る

「酒
部
舎
人
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、

出
土
陶
磁
器
の
年
代
観
と
の
照
合
か
ら
、
初
代
酒
部
勘
左
衛
門
が
召
出
さ
れ
る

寛
永

一
七
年

（
三
ハ
四
〇
）
か
ら
二
代
目
酒
部
舎
人
が
隠
居
す
る
元
禄

一
一
年

盆

六
九
八
）
頃
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
池
状
遺
構
は

一
七
世
紀
末
の
屋
敷
裏
地
に
お
け
る
土
地
改
変
に
伴

い
、
人
為
的
に
埋
め
戻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

(徳 島)
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(4)

「
＜
酒
部
舎
人
様
か
ぢ
こ
惣
右
衛
門

「
＜
上
々
□
□

　

五
□

「
＜
酒
部
勘
左
衛
門
様
御
用
赫
η
体
紺
門
」

「
く
□
由
良
浜
御
番
物
七
拾
□
□
　
　
」

〕

〔御
用
ヵ

「酒
部
勘
左
衛
門
様
口
□
　
　
」

「上
々
生
諸
白

梶
や
惣
右
衛
門
」
　
　
　
　
　
Ｐ『叉
∞泉
伽
Ξ

「
＜
酒
部
舎
人
□
　
　
手
嶋
日
□
門

御
内
国
　
　
　
　
　
　
内
よ
り
」

「
＜
干
鱈

「酒
部
舎
人
殿御
内
ヘ

伊
吹
五
兵
衛
」

「　
　
干
鱈
口
枚

「
＜
酒
部
舎
人
様
　
　
　
　
　
」

「
＜
米
五
斗
　
大
野
謝
左
衛
門
」

米
□
□

田
野
村

九
郎
右
衛
門
」

（
Ｐ
∞
”
）
×
∞
Ｐ
×
枷
　
０
∞
Φ

μ
『
μ
×

Ｎ
∞
×

卜
　

ｏ
∞
］

］
⇔
ω
×

］
い
×

卜
　

ｏ
∞
］

］
Ｐ
囀
×

卜
ｏ
×

］
　

Φ
卜
Ｐ

Ｐ
『
『
×
］
い
×
６
　
Φ
∞
∞

（
牌
卜
『
）
×
］
μ
×
］

Φ
伽
ｏ

(3)表



０
　
。
「
＜
日
□
様
右
衛
門

お
り
ん
参
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
」

。
「
＜
日
国
　
　
日
Ｈ

日
□

い
な
は
よ
り

あ
口
胴
ぁ
＞」弐
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
μΦ『×
ＮΦ×
∞　
ｏ∞中

①
　
。「＜酒部略
秋酷
離
夫
□
　剛

Ｌ

＜

　

　

か

□

す

口

回

　

　

　

　

　

　

　

（
霊

ｙ

含

Ｘ

伽

愚

⑩
　
。
「
＜

ｏ
松
平
阿
波
守
内□

。
「
＜

ｏ
松
平
阿
波
守
内［国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ卜］）×
釦μ×
∞　
ｏ∞Φ

こ
こ
で
は
、
整
理
が
す
ん
だ
も
の
の
う
ち
、　
一
〇
点
を
掲
載
す
る
。
木
簡
は

い
ず
れ
も
荷
札
で
あ
り
、
表
に
受
取
人
と
送
り
人
の
名
前
、
裏
に
送
り
荷
の
品

名
を
書
く
の
が
基
本
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

①
ｌ
①
の

「か
ぢ
こ
惣
右
衛
門
」
や

「梶
や
惣
右
衛
門
」
は
、
酒
部
家
の
当

主
に
対
す
る
敬
称
に

「様
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
送
り
荷
に

「生

諸
白
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
品
物
が

「由
良
浜
御
番
」
（淡
路
の
由
良

に
置
か
れ
た
番
所
）
を
経
由
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
資
の

調
達
に
動
い
た
商
人
の
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
⑤
の
伊
吹
五
兵
衛
は
、
酒
部
家
当
主
に
対
し
、
敬
称
に

「殿
」
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
武
士
間
で
の
物
の
や
り
と
り
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
「千
億
」
は
上
級
落
士
で
あ
る

「酒
部
舎
人
」
に
対
し

「伊
吹
五

兵
衛
」
か
ら
送
ら
れ
た
贈
答
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
正
月
な
ど
の
祝
祭
事

あ
る
い
は
季
節
時
に
行
な
わ
れ
る
贈
答
慣
習
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

０
０
は
、
酒
部
家
の
所
領
地
で
あ
る

「
下
大
野
村
」
（阿
南
市

・
羽
ノ
浦
町
）

や

「田
野
村
」
（小
松
島
市
）
か
ら
得
ら
れ
る
米
が
、
年
貢
米
と
し
て
納
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
徳
島
藩
の
統
治
制
度
で
あ
る
地
方
知
行
を

裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
以
外
に
も
、
「
五
キ
」
の
記

載
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
五
斗
」
が
基
本
単
位
の
数
量
と
考
え
ら
れ

′つ
。①

⑤
は
酒
部
家
の
俸
給
を
受
け
る
者

（お
り
ん
。
岡
本
国
太
夫
）
た
ち
へ
荷
が

送
ら
れ
る
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
は

「松
平
阿
波
守
内
」
よ
り
下
を
欠
損
す
る
が
、
「酒
部
…
…
」
と
続
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
阿
波
国
外
か
ら
品
物
を
送
る
場
合
の
標
記
方
法
の
一
例

を
示
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
今
回
出
土
の
木
簡
は
、　
一
七
世
紀
後
半
の
武
家
社
会
に
お
け
る

物
資
流
通
の
具
体
的
な
様
相
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
島
市
立
徳
鳥
城
博
物
館
の
根
津
寿

夫
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（勝
浦
康
守
）
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